
南
信
州
地
域
資
料
セ

ン
タ
ー
の
美
術
関
係
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
旧
華
族

や
大
名
家
を
含
む
名
家

の
「
売
り
立
て
目
録
」

が
数
冊
あ
る
。
販
売
目

的
の
た
め
に
作
成
さ
れ

た
美
術
品
紹
介
目
録
で

あ
る
。

同
誌
の
大
き
さ
や
形

状
は
ま
ち
ま
ち
で
、
厚

さ
も
異
な
る
。
全
作
品

に
通
し
番
号
が
打
た

れ
、
出
品
作
品
が
写
真

と
文
字
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
紹
介
作
品
の
多

く
は
軸
装
の
日
本
画

で
、
脇
に
作
者
名
・
作

品
名
・
寸
法
等
が
記
さ

れ
て
い
る
。
他
に
工
芸

品
や
道
具
類
の
紹
介
も

あ
る
。

驚
く
こ
と
に
、
何
冊

か
あ
る
内
の
四
冊
が
飯

田
に
関
係
し
た
冊
子
で

あ
る
。（
但
し
、
内
一
冊

は
縮
刷
版
で
、
事
実
上

は
三
冊
）『
も
く
ろ
く
』

と
平
仮
名
書
き
さ
れ
た

表
紙
を
ま
く
る
と
、
真

ん
中
に
「
信
州
飯
田
町

（
市
）
○
○
家
所
蔵
品

入
札
」
と
大
書
さ
れ
、

側
面
に
入
札
日
や
会
場

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

今
、
そ
の
期
日
を
基

に
右
の
冊
子
を
時
代
順

に
並
べ
る
と
、
�
昭
和

二
年
五
月
（
野
原
家
）、

�
昭
和
三
年
六
月
（
岩

崎
家
）、�
昭
和
十
六
年

四
月
（
伊
原
家
）
と
な

る
。
い
ず
れ
も
下
見
の

日
と
入
・
開
札
日
が
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
売
り
立
て
は
下
見

を
経
て
入
札
制
で
行
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、会
場
で
あ
る
。

何
と
�
と
�
は「
東
京

市
芝
区
愛
宕
下
町
四
丁

・
・
・
・
・
・
・

目
東
京
美
術
倶
楽
部
」

と
あ
り
、�
は「
飯
田
市

仙
寿
楼
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。（
�
と
�
は
出
版

・
発
行
も
東
京
）
つ
ま

り
、
�
と
�
両
家
の
作

品
は
全
て
東
京
に
運
ば

れ
、
東
京
美
術
倶
楽
部

で
売
り
立
て
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
作

品
の
質
も
信
頼
度
も
高

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
裏
面
に
は

札
元
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。�
は
、東
京
の
美
術

商
四
社
（
伊
藤
平
山
堂

等
）と
地
元
美
術
商（
犬

塚
八
幡
堂
）
で
あ
る
。

�
は
、
東
京
の
美
術
商

三
社
（
川
部
商
会
等
）

と
京
都
の
美
術
商
（
今

井
貞
次
郎
）
と
地
元
業

者
（
太
田
蕉
梧
堂
）
で

あ
る
。
�
は
地
元
業
者

九
名
を
始
め
、
東
京
・

大
阪
・
名
古
屋
・
桑
名

の
各
美
術
商
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
実
に
大
規
模

で
広
範
囲
な
売
り
立
て

で
、
地
元
美
術
商
が
仲

介
を
し
た
よ
う
だ
。

参
考
ま
で
に
記
す

と
、
�
の
作
品
数
は
五

百
四
十
七
点
、
�
は
四

百
二
十
七
点
、
�
は
八

百
五
十
点
外
で
、
ど
れ

も
な
か
な
か
膨
大
な
出

品
数
で
あ
る
。

＊

実
は
こ
の
種
の
話

は
、
復
刊
『
伊
那
』
一

号
（
昭
和
二
七
年
刊
）

で
初
代
原
田
島
村
が

「
骨
董
屋
の
移
り
変
わ

り
」
と
題
し
、ま
た『
黄

眠
先
生
が
行
く
』（
二
〇

一
五
刊
）
で
嶋
不
濁
が

「
売
立
は
お
祭
り
騒

ぎ
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ

れ
詳
述
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
当
地
で
行

わ
れ
た
大
き
な
売
り
立

て
が
実
名
入
り
で
記
さ

れ
て
い
て
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
の
郷
土

史
の
一
端
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
昭
和

初
期
が
多
く
、
大
正
末

か
ら
の
不
景
気
と
昭
和

恐
慌
・
世
界
恐
慌
の
影

響
が
い
か
に
深
刻
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
。

明
治
以
降
、
飯
田
で

は
十
指
に
余
る
大
が
か

り
な
売
り
立
て
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
全
て
こ

う
し
た
目
録
を
作
成
し

て
行
わ
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
従
っ
て
、
そ

の
全
貌
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
た
ま
た

ま
前
記
目
録
が
現
存
し

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

売
り
立
て
品
目
を
か
な

り
明
確
に
把
握
で
き

る
。
格
別
に
も
、
東
京

で
行
わ
れ
た
�
と
�
が

よ
く
わ
か
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

時
代
の
大
き
な
変
動
期

に
、
飯
田
の
富
と
文
化

の
象
徴
と
も
言
え
る
こ

う
し
た
文
物
が
、
飯
田

か
ら
流
出
し
た
こ
と
は

否
み
が
た
い
。
で
は
、

そ
れ
ら
は
一
体
ど
ん
な

も
の
だ
っ
た
の
か
、
次

回
に
具
体
的
に
見
て
み

よ
う
。
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飯田に関係した『もくろく』三種四冊

③に載る白隠の「白衣観音」
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